




































を標榜している［5］。我々もその精神に共感し、計算機サーバー室（2 階空調機と 108 号室空調機）




アイ製）で IEEE1888 通信に変換し、internet 上のサーバーと通信できるようにした。ここで、
IEEE1888 とは、GUTP における研究開発に関して重要な役割を担っているスマートグリッド向け
のプロトコルで、国際標準技術として 2011 年 2 月に IEEE に、さらには、2015 年 2 月には ISO/
IEC 標準承認基準に達し［8］、2015 年 3 月に登録番号 ISO/IEC/IEEE18880 として認められた［9］。
図 1 は、電力盤に設置した KW2G	エコパワーメータと IEEE1888-Mewtocol/IP	GW 変換装置で
ある。長さのスケールは、IEEE1888-Mewtocol/IP	GW 変換装置において 45x79	mm である。計測














そこでは、マイコンに Raspberry	Pi	B+ を使用し、温度センサとして DS18B20+（MAXIM 製）を
使用した。DS18B20+ は、１Wire バスでマイコンと接続し 1 本のデータ線上に多数設置できる工
夫がなされている［4］。マイコンの OS には、Raspbian を用い、カーネルを修正し 14 個の１Wire
バスが利用できる様にしている。
図 3（A）










ある。さらに他の環境データの「見せる化」も行う予定である。教室関連では、南 3-101 と 102 教
室の温度の「見せる化」を、インターネット・LAN を経由して、記録データの収集ができるデー
タロガー“おんどとり”TR-700W（ティアンドデイ製）を使って行っている。計測結果は、［7］の






更新日	2015 年 3 月 9 日	12:40:33　訪問日　2015 年 9 月 1 日 .	
［3］　「スマートグリッド対応 IEEE1888 プロトコル教科書」、著者：落合秀也 ,	監修：江崎	浩、イ
ンプレス（2012）	ISBN	9784844332275.	
［4］　田内康、横山悦郎、城所弘泰、村上登志男、IEEE1888 を利用した多点温度計測、平成 27 年





［7］	学習院大学計算機センター FIAPSimpleSCADA 表示サーバー :
http://pwctrl-t2014.cc.gakushuin.ac.jp/FIAPSimpleSCADA/,	 更新日時　2014 年 10 月 14 日	
23:12:35.	
［8］	東大のグリーン ICT 開発の通信規格、ISO/IEC 委員会が国際標準と認める :
http://www.u	tokyo.ac.jp/public/public01_270312_j.html,	更新日 2015 年 3 月 12 日 ,	訪問日	2015 年
9 月 1 日 .	
［9］	 ISO/IEC/IEEE	 18880:2015	 Information	 technology	 -	Ubiquitous	 green	 community	 control	
network	protocol :
http://www.iso.org/iso/catalogue_detail.htm?csnumber=67485,	更新日	2015 年 4 月 20 日 ,	訪問日	
2015 年 9 月 1 日 .	
